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経常利益

売上高

1株当たり配当金 親会社株主に帰属
する四半期純利益
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連結業績ハイライト

　株主の皆様には平素から格別のご高配を賜り誠に有
難うございます。
　当第2四半期連結累計期間（2018年4月1日から
2018年9月30日まで）の概況についてご報告申し上げ
ます。
　女性の社会進出や、少子化・高齢化・少人数世帯の
増加という社会変化を背景に、家庭内調理の代行として

「中食」マーケットが拡大しています。大手食品メーカー
の惣菜分野への進出や、大手外食チェーンのテイクアウ
ト容器の採用拡大などもその流れのひとつです。スー
パーマーケットなどの食品小売店においても、惣菜売り
場の拡充が進んでおり、容器への期待も変化しています。
　このような状況下、当社オリジナル製品の売上が堅調
に推移しており、特にマルチFP容器は、電子レンジに対
応可能な惣菜容器、弁当容器のほか、「生から惣菜」など、
今までにない商品開発を可能にしたことで、新しい売り
場づくりの提案と合わせて採用が広がっております。
　また、人手不足への対策として、安心かん合のテープ
レス容器、カセット式の内装を用いたオードブル容器や
セットメニュー容器などの採用が広がり、販売が好調に
推移しました。
　今後も、「生から惣菜」「レンジ鍋」「安心かん合」な
ど、当社独自の機能、利便性を備えた製品による各種提
案や、売れる売り場情報の発信を積極的に行い、安心、
安全で、食生活を豊かにする容器の販売を推進してまい
ります。また、生産部門では産業用ロボットの導入を推
進し、物流部門では音声ピッキングシステム、無人搬送
車、自動ソーターシステムの配置などにより、省人・省
力化と生産性の向上に努めてまいります。
　このような当社ならではの強みを活かし、全社一丸と
なって邁進してまいります。株主の皆様には、何卒、一
層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

「最も高品質な製品を、競争力のある価格で、
必要な時に確実にお届けする」という約束を
守るため、私たちは日々努力を重ねています。

株主の皆様へ

エフピコは国連が提唱するSDGs（持続可能な開
発目標）に沿って、バリューチェーンのあらゆる
場面において、地球環境への配慮を意識した事業
活動を行ってまいります。

　当第2四半期連結累計期間の売上高は895億77
百万円となり、前年同期に比べ30億21百万円の増収

（前年同期比103.5%）で、過去最高となりました。
利益面におきましては、当社オリジナル製品や新製
品の販売が好調に推移したことに加え、価格改定の
効果が出たこともあり、一定の利益改善が果たせた
ものの、原材料費、物流費、人件費の増加や電力料
金の値上がりなどがコスト増加要因となりました。
その結果、営業利益は、前年同期に比べ1億27百万
円の減益となる61億60百万円（前年同期比98.0%）、
経常利益は前年同期に比べ1億45百万円の減益とな
る64億83百万円（前年同期比97.8%）、親会社株主
に帰属する四半期純利益は43億45百万円（前年同期
比98.3%）になりました。当中間期の配当につきま
しては、1株につき40円とさせていただきました。
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●九州第1配送センター
●九州第2配送センター
●九州工場倉庫

19

20

21

●北海道配送センター1

●近畿亀岡工場倉庫13

●中部第1配送センター
●中部第2配送センター
11

12

●関西第1配送センター
●関西第2配送センター
14

15

●東北配送センター
●東北ピッキングセンター
2

3

●福山第1配送センター
●福山第2配送センター
16

17

●東海配送センター10

●笠岡工場倉庫18

●関東第1配送センター
●関東第2配送センター
●関東第3配送センター
●関東工場倉庫
●関東下館工場倉庫

●八王子配送センター9

4

5

6

7
8

人手不足にも対応!
スーパーマーケットなどのバックヤードで、売り場で、
レジで、働きやすい環境づくりに貢献しています。

● 安心かん合で面倒なテープ止め作業不要
● 開け閉めしやすいのに外れにくい安心かん合
● レジ打ちの際も安心して商品の取り扱いが可能

 非常用発電設備 

 燃料タンク

● 組み合わせで簡単にメニューが増やせる 
● 蓋付きの内装で汁物もこぼれない 
● 容器のまま電子レンジで温められるから便利

● ‌�山型の枠が握り寿司をしっ
かりホールド

● ‌�誰にでも盛り付けが簡単に
でき、見た目がきれい

● ‌�持ち帰り時にもズレない

MFPイノベシリーズ シャトープラッターシリーズ 全国21の物流拠点すべてに、非常用発電設備を設置し、72時間の電力供給を確保、
燃料備蓄により万一の事態に備えています。

枠盛シリーズ 盛台シリーズ プラッター（内装付き）

製品情報

ポイント
ここが

ポイント
ここが

ポイント
ここが

ポイント
ここが

ポイント
ここが

● ‌�山型形状が大根のツマ（ケ
ン）を削減

● ‌�お刺身の盛付け時間を大幅削減
● ‌�コスト削減と作業時間短縮

に貢献

● ‌�カセット式の内装を活用
● ‌�工程の多いオードブルも1

ポケットずつ盛付けて一気
にセット。作業分担できる
ので効率アップ!

Pick
UP

必要な時に
確実にお届けするために

災害時優先電話このほか、情報の安全性を確保するた
め、2拠点のデータセンターを活用する
ことで、基幹システムのリスクを回避す
るとともに、ネットワークの二重化による
バックアップ体制の整備をおこなってい
ます。また、社員の安否確認システムを
導入するなど、災害時の早期復旧に向
けた対策に取り組んでいます。

大規模災害が発生した場合に
も、発信、接続が優先される電
話を各事業所に設置しています。
また、幹部社員にも同機能を備
えた携帯電話を配布しています。

 災害時優先電話
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▶エコ製品 販売 推移
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2018年3月期エコ製品売上
398億円

エコトレー 1992年3月〜
2018年3月期 147億円

エコAPET 2012年5月〜
2018年3月期 237億円

エコOPET 2016年8月〜
2018年3月期 14億円

エフピコでは、全国3ヶ所のリサイクル工場と6ヶ所の選別センターで工場見学ツアーを行っています。リサ
イクル工場では選別された使用済みトレーが再生原料になるまでの工程を、また選別センターでは、スーパー
マーケットなどから回収された使用済みトレーを選別する様子がご覧いただけます。
詳しくは当社ホームページ：https://www.fpco.jp/まで。

リサイクルだけでなく、原材料の調達から開発、製造、物流、販売、リサイクルへと繋がるバリューチェー
ンを循環・発展させることで、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進めてまいります。

皆さまのご協力によって回収された使用済みの
発泡スチロールトレー、透明容器、 PETボトルは、
リサイクル工場で原料に戻し、食品容器に再生
しています。こうしてできたリサイクルトレーは

「エコトレーⓇ」「エコＡＰＥＴⓇ」「エコＯＰＥＴⓇ」と
呼ばれ、多くのスーパーマーケットなどで使用さ
れています。これらエコ製品売上は年々拡大し、
2018年3月期には398億円になっています。

■ リサイクルでこんなに生まれ変わっています

■ リサイクル工場の見学にお越しください

■ エフピコのバリューチェーン

Pick
UP

持続可能な
社会の実現に向けて

食品容器の「食品を包んで運ぶ」という役割の中には、たくさんの機能と利便性が詰まっています。衛生面で
優れ、食品を優しく保護し、鮮度を保ちます。電子レンジへの対応や商品陳列時の積み重ね易さなどへの配慮
もその一つです。海洋プラスチック問題に関心が高まる中、こうしたプラスチックの特性を活かしつつ、「エフピ
コ方式のリサイクル」を柱にした循環型社会の実現による持続可能な社会の構築を目指しております。

エフピコのリサイクルは、皆さまがスーパーマーケットの回収ボックスにトレーやPETボトルを持ってきてくださるところからスタートします。日頃の
ご協力に心より感謝申し上げます。引き続き、皆さまの協力をいただきながら、リサイクルの輪をしっかりと回してまいります。

環境配慮・社会配慮された
原料調達

環境配慮された
製品開発

本業における
循環型価値創造
ビジネスモデルの確立

環境配慮・社会配慮された
効率的な物流ネットワーク構築

製造工程における
環境負荷低減

環境配慮製品の提供、
公正公平な取引

エフピコの
バリューチェーン

調達

物流

製品開発リサイクル

製造販売

5 第57期 中間報告書　株式会社エフピコ 第57期 中間報告書　株式会社エフピコ 6



見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　
大阪証券代行部
〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL ０１２０-０９４-７７７（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告
公告掲載URL https://www.fpco.jp/

（ただし、電子公告によることができない
事故、その他やむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1．‌�ご住所・お名前の変更、単元未満株式の買取・買増請求、

配当金受取方法の変更などについては、お取引のある証券
会社にお問合せください。

2．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、上記特別口座の口座管理機関にお問合せください。な
お、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。

3．‌�未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本店及び
全国各支店でお支払いいたします。

社 名 株式会社エフピコ
FP CORPORATION

福 山 本 社 〒721-8607
広島県福山市曙町一丁目13番15号
TEL 084-953-1145（代表）

東 京 本 社 〒163-6036
東京都新宿区西新宿六丁目8番1号
新宿オークタワー36Ｆ
TEL 03-5320-0717（代表）

設 立 1962年7月24日
資 本 金 13,150,625,630円

会社の概況（2018年9月30日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

120,000,000株
44,284,212株

3,381名

株式の状況（2018年9月30日現在）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）

株 式 会 社 小 松 安 弘 興 産 14,339 34.69
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　 2,313 5.60
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,855 4.49
積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社 1,732 4.19
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 1,141 2.76
株 式 会 社 西 日 本 シ ティ 銀 行 880 2.13
エ フ ピ コ 共 栄 会 794 1.92
HSBC-FUND SERVICES CLIENTS A/C 500
常任代理人香港上海銀行東京支店 785 1.90

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（ 三 井 住 友 信 託 銀 行 再 信 託 分・
株式会社もみじ銀行退職給付信託口）

762 1.85

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4） 616 1.49
（注）	 １．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
	 ２．持株比率は、自己株式数（2,944,263株）を控除して計算しております。

大株主の状況（上位10名）（2018年9月30日現在）

株式分布状況（2018年9月30日現在）

● 金融商品取引業者
　 0.49%

● その他の法人　
　 38.51%

● 金融機関
　 32.28%

● 自己株式
　 6.65%

● 個人・その他
　 10.34%

● 外国法人等
　 11.72%

株 主 メ モ


